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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクカートリッジにはインク関連情報が記録された無線タグが設けられるとともに、
インクジェットプリンタの複数のスロットに挿入された複数の前記インクカートリッジの
前記無線タグからインク関連情報を読み出す無線タグ通信装置であって、
　前記各スロットに対応して設けられた複数のアンテナと、
　前記各アンテナから情報要求信号を一斉送信する送信部と、
　前記各スロットに対応して設けられて、前記各スロットに挿入された前記インクカート
リッジの前記無線タグから送信された前記インク関連情報を受信する複数の受信部と、
　前記各スロットに対応して設けられて、前記各受信部で受信した前記インク関連情報を
記憶する複数の記憶部と、
　前記各記憶装置から前記インク関連情報を順次読み出して解析する解析部と、
を有することを特徴とする無線タグ通信装置。
【請求項２】
　前記解析部は、予め決められた順に前記各記憶装置から前記インク関連情報を読み出す
ことを特徴とする請求項１に記載の無線タグ通信装置。
【請求項３】
　前記解析部は、前記インク関連情報が記憶された順に前記記憶部から前記インク関連情
報を読み出すことを特徴とする請求項１に記載の無線タグ通信装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクカートリッジに設けられた無線タグとの間で通信を行う無線タグ通信
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、インクジェットプリンタでは、インクカートリッジが挿抜される複数のスロッ
トが設けられており、各スロットに挿入されたインクカートリッジからインクが供給され
ることで、インクジェットヘッドからインクを吐出させることが可能となっている。
【０００３】
　このようなインクジェットプリンタでは、各スロットにおけるインクカートリッジの挿
入の有無、各スロットに挿入されたインクカートリッジの種別、インク色、インク残量な
どを把握する必要がある。このため、従来は、インクカートリッジに、識別番号、インク
色、インク残量などのインク関連情報が記録されたＩＣチップが取り付けられていた。そ
して、インクジェットプリンタは、このＩＣチップからインク関連情報を読み取ることで
、各スロットにおけるインクカートリッジの挿入の有無、各スロットに挿入されたインク
カートリッジの種別、インク色、インク残量などを検知している。
【０００４】
　ところで、近年、ＲＦＩＤなどの近距離無線通信の進歩により、インク情報を記録した
無線タグをインクカートリッジに取り付けておき、インクジェットプリンタに搭載された
無線タグ通信装置により、この無線タグからインク情報を読み出す技術が考えられてきた
。この無線タグ通信装置は、インクカートリッジが装着される全てのスロットにアンテナ
と送受信回路とを設けており、無線タグ通信装置から情報要求信号の送信、無線タグから
送信されたインク関連情報の受信、及び、この受信したインク関連情報の解析を一連の処
理として、これらの一連の処理を全てのボートに対して順次行っている。そして、特許文
献１では、アンテナ（アンプ）を選択的に切り替えることにより、各スロットに挿入され
たインクカートリッジの無線タグと一対一で通信を行うことで、低消費電力化を図ること
が考えられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－２１１３０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来の無線タグ通信装置は、スロット毎に上述した一連の処理を順次行
うため、全体の通信時間がスロットの数に比例して長くなり、インク関連情報の読み出し
中に停電などの不測の事態が発生する可能性が高くなるという問題があった。
【０００７】
　もし、インク関連情報の読み出し中に停電などの不測の事態が発生すると、全ての無線
タグからインク関連情報が読み出せなくなり、各スロットに挿入されたインクカートリッ
ジの種別、インク色、インク残量などを誤って把握する可能性がある。その結果、実際に
はインク残量が無いにも拘らず、インクジェットプリンタはインク残量が有ると判断する
など、実際の状態とインクジェットプリンタが把握している状態とに食い違いが生じ、印
刷ミスが発生するという問題が生ずる。
【０００８】
　そこで、本発明は、インクジェットプリンタに複数のインクカートリッジが装着される
場合に、インクカートリッジに設けられた無線タグとの通信時間を短縮することができる



(3) JP 5350945 B2 2013.11.27

10

20

30

40

50

無線タグ通信装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る、無線タグ通信装置は、インクカートリッジにはインク関連情報が記録さ
れた無線タグが設けられるとともに、インクジェットプリンタの複数のスロットに挿入さ
れた複数のインクカートリッジの無線タグからインク関連情報を読み出す無線タグ通信装
置であって、各スロットに対応して設けられた複数のアンテナと、各アンテナから情報要
求信号を一斉送信する送信部と、各スロットに対応して設けられて、各スロットに挿入さ
れたインクカートリッジの無線タグから送信されたインク関連情報を受信する複数の受信
部と、各スロットに対応して設けられて、各受信部で受信したインク関連情報を記憶する
複数の記憶部と、各記憶装置からインク関連情報を順次読み出して解析する解析部と、を
有することを特徴とする。
【００１０】
　本発明に係る無線タグ通信装置によれば、アンテナが各スロットに対応して設けられて
いるため、これらのアンテナを介して情報要求信号を一斉送信することができる。これに
より、１回の送信処理で、各スロットに挿入されている全てのインクカートリッジの無線
タグに情報要求信号を送信することができる。また、受信部及び記憶部が各スロットに対
応して設けられているため、各無線タグから送信されるインク関連情報を略同時に受信す
ることができる。しかも、この受信したインク関連情報を記憶部に記憶しておくことで、
解析部は、インク関連情報を各記憶部から順次読み出して解析することができる。このた
め、インクジェットプリンタに複数のインクカートリッジが装着される場合に、インク関
連情報を適切に読み出して、インクカートリッジに設けられた無線タグとの通信時間を短
縮することができる。これにより、例えば、停電時などでも、無線タグからインク関連情
報を適切に読み出すことができるため、実際の状態とインクジェットプリンタが把握して
いる状態との食い違いに起因する印刷ミスを防止することができる。
【００１１】
　この場合、解析部は、予め決められた順に各記憶装置からインク関連情報を読み出して
もよい。このように構成することで、インク関連情報の読み出し制御を簡略化することが
できる。
【００１２】
　一方、解析部は、インク関連情報が記憶された順に記憶部からインク関連情報を読み出
してもよい。このように構成することで、解析部によるインク関連情報の読み出し時間及
びその解析時間を短縮することができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、インクジェットプリンタに複数のインクカートリッジが装着される場
合に、インク関連情報を適切に読み出して、インクカートリッジに設けられた無線タグと
の通信時間を短縮することができる。これにより、停電時などでも、無線タグからインク
関連情報を適切に読み出すことができるため、実際の状態とインクジェットプリンタが把
握している状態との食い違いに起因する印刷ミスを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施形態に係る無線タグ通信装置が搭載されたインクジェットプリンタを示すブ
ロック図である。
【図２】無線タグに記録されているインク関連情報を示す図である。
【図３】無線タグ通信装置を示すブロック図である。
【図４】比較例の無線タグ通信装置を示すブロック図である。
【図５】図４に示す無線タグ通信装置の通信時間を説明するための図である。
【図６】実施形態に係る無線タグ通信装置の通信時間を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１５】
　以下、図面を参照して、本発明に係る無線タグ通信装置の好適な実施形態について詳細
に説明する。なお、全図中、同一又は相当部分には同一符号を付すこととする。
【００１６】
　図１は、実施形態に係る無線タグ通信装置が搭載されたインクジェットプリンタを示す
ブロック図である。図１に示すように、インクジェットプリンタ１は、４つのインクカー
トリッジ１０が着脱可能に装着されるものであり、印刷部２０と、制御部３０と、スロッ
ト４０と、無線タグ通信装置５０とを備えている。
【００１７】
　印刷部２０は、制御部３０の制御により、メディアに画像を印刷する印刷機構部である
。この印刷部２０は、メディアを搬送方向に搬送する搬送ローラ（不図示）と、走査方向
に移動するとともにインク液滴を吐出するインクジェットヘッド（不図示）とを主要構成
要素としている。
【００１８】
　制御部３０は、インクジェットプリンタ１を統括制御する制御部であり、印刷部２０を
制御することで、メディアに画像を印刷する。具体的に説明すると、制御部３０は、イン
クジェットヘッドの移動制御を行い、インクジェットヘッドを走査方向に移動させる。ま
た、制御部３０は、インクジェットヘッドの吐出制御を行い、インクジェットヘッドから
所定のタイミングで所定の色のインク液滴を吐出させる。また、制御部３０は、搬送ロー
ラの搬送制御を行い、メディアを搬送方向に移動させる。そして、制御部３０は、これら
の移動制御、吐出制御及び搬送制御を統括的に行うことで、インクジェットヘッドを走査
方向に移動させながらインク液滴を吐出させ、メディアを搬送方向に移動させることで、
メディアに画像を印刷する。なお、制御部３０は、例えば、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭを含
むコンピュータを主体として構成されている。そして、以下に説明する制御部３０の各機
能は、ＣＰＵやＲＡＭ上に所定のコンピュータソフトウェアを読み込ませ、ＣＰＵの制御
のもとで動作させることで実現される。
【００１９】
　スロット４０は、インクカートリッジ１０が挿抜可能に装着されるものである。このス
ロット４０は、印刷部２０のインクジェットヘッドに対応して、インクジェットヘッドと
同数だけ設けられている。
【００２０】
　インクカートリッジ１０は、インクジェットヘッドに供給するインクが充填されたカー
トリッジである。このインクカートリッジ１０には、Ｃ（シアン）、Ｍ（マゼンタ）、Ｙ
（イエロー）、Ｋ（ブラック）の基本色のインクや、ＬＣ（ライトシアン）、ＬＭ（ライ
トマゼンタ）、Ｗ（ホワイト）などの特色などのインクが充填されている。そして、各イ
ンクカートリッジ１０には、インク関連情報が記録された無線タグ１１が取り付けられて
いる。
【００２１】
　無線タグ１１は、無線タグ通信装置５０との間において非接触で近距離通信を行う情報
記録用タグである。図２は、無線タグに記録されているインク関連情報を示す図である。
図２に示すように、無線タグ１１には、インク関連情報として、インクカートリッジ１０
のシリアル番号、充填されたインクのインク色、充填されたインクの残量などの情報が記
録されている。そして、この無線タグ１１は、無線タグ通信装置５０から電波信号が送信
されると、この電波による電磁誘導により起電する。そして、無線タグ１１は、この電波
信号がインク関連情報を要求する情報要求信号であると判断すると、内部に記録している
インク関連情報を電波信号として送信する。
【００２２】
　図３は、無線タグ通信装置を示すブロック図である。図３に示すように、無線タグ通信
装置５０は、無線タグ１１との間において非接触で近距離通信を行う送受信装置である。
このため、無線タグ通信装置５０は、１つのロジック部５１と、１つの変調回路５２と、
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４つのアンプ５３と、４つのアンテナ５４と、４つの受信回路５５と、４つのメモリ５６
と、を備えている。すなわち、無線タグ通信装置５０には、ロジック部５１及び変調回路
５２が１つずつ設けられるとともに、アンプ５３、アンテナ５４、受信回路５５及びメモ
リ５６がスロット４０毎に設けられている。
【００２３】
　ロジック部５１は、制御部３０からの指示に基づいて、情報要求信号を生成するととも
に、インク関連情報を解析するものである。すなわち、ロジック部５１は、制御部３０か
らインク関連情報の読み出し要求を受けると、情報要求信号及びこの情報要求信号を変調
するための搬送波を生成する。一方、ロジック部５１は、各無線タグ１１から返送された
インク関連情報が各メモリ５６に記憶されると、各メモリ５６から順次インク関連情報を
読み出して、このインク関連情報を解析する。この情報要求信号には、インク関連情報を
全て読み出すものの他、インク残量のみなど、インク関連情報の一部の情報のみを読み出
すものがある。
【００２４】
　変調回路５２は、ロジック部５１で生成された情報要求信号及び搬送波に基づいて、情
報要求信号の変調信号を生成するものである。そして、変調回路５２は、この情報要求信
号の変調信号を全てのアンプ５３に一斉送信する。
【００２５】
　アンプ５３は、変調回路５２から一斉送信された変調信号の出力を増幅するものである
。
【００２６】
　アンテナ５４は、アンプ５３で増幅された変調信号を電波信号として送信するとともに
、無線タグ１１から返信された電波信号を補足するものである。
【００２７】
　受信回路５５は、アンテナ５４で捕捉した電波信号を復調して、インク関連情報を検出
するものである。
【００２８】
　メモリ５６は、受信回路５５で受信したインク関連情報を一時的に記憶する記憶装置で
ある。なお、各スロット４０に対応して設けられた各メモリ５６は、物理的に各スロット
４０に対応付けられていてもよく、論理的に各スロット４０に対応付けられていてもよい
。
【００２９】
　そして、このように構成される無線タグ通信装置５０では、変調回路５２、アンプ５３
及びアンテナ５４が送信部として機能し、アンテナ５４及び受信回路５５が受信部として
機能する。
【００３０】
　次に、本実施形態に係る無線タグ通信装置５０の処理動作について説明する。なお、以
下の説明では、制御部３０からインク関連情報のうちインク残量のみの読み出し要求を受
ける場合について説明する。
【００３１】
　まず、制御部３０からインク残量（インク関連情報の一部）の読み出し要求を受けると
、ロジック部５１において、インク残量を読み出す情報要求信号（送信データ）が生成さ
れるとともに、この情報要求信号を変調するための搬送波が生成される。そして、この情
報要求信号及び搬送波がロジック部５１から変調回路５２に送信される。
【００３２】
　次に、変調回路５２において、ロジック部５１から送信された搬送波によって情報要求
信号が変調されて、情報要求信号の変調信号が生成される。そして、この変調信号が、変
調回路５２から全てのアンプ５３に一斉送信される。
【００３３】
　そして、各アンプ５３において、この変調信号が増幅されるとともに、アンテナ５４か
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ら、この増幅された変調信号が電波信号として送信される。このとき、各スロット４０に
インクカートリッジ１０が挿入されているか否かに関わらず、全てのアンテナ５４から変
調信号が一斉送信される。
【００３４】
　一方、各アンテナ５４から送信された電波信号は、スロット４０に挿入されているイン
クカートリッジ１０の無線タグ１１で受信される。そして、各無線タグ１１は、受信した
電波信号を解析し、この電波信号の内容がインク残量を読み出す情報要求信号であると判
断すると、内部に記録されているインク関連情報のうちインク残量を電波信号として返信
する。
【００３５】
　このとき、全ての無線タグ１１は、各アンテナ５４から送信された電波信号を略同時に
受信する。このため、全ての無線タグ１１において上記処理が同時並列的に処理され、全
ての無線タグ１１から略同時にインク残量の電波信号が無線タグ通信装置５０に返信され
る。
【００３６】
　そして、各無線タグ１１から返信されたインク残量の電波信号は、各スロット４０のア
ンテナ５４で捕捉されて、各受信回路５５で受信される。すなわち、各受信回路５５は、
アンテナ５４で捕捉した電波信号を復調して、インク残量を検出する。
【００３７】
　このとき、アンテナ５４及び受信回路５５は、スロット４０ごとに設けられているため
、各無線タグ１１から返信されたインク残量の電波信号を略同時に一斉受信することがで
きる。
【００３８】
　そして、各受信回路５５は、受信したインク残量を各メモリ５６に記憶させる。
【００３９】
　その後、ロジック部５１は、各メモリ５６との間で選択的に順次通信を行い、当該メモ
リ５６に記憶されているインク残量を読み出す。そして、ロジック部５１は、読み出した
インク残量を解析して、メモリ５６に対応するスロット４０番号と、インクカートリッジ
１０のインク残量とを検出し、その解析結果を制御部３０に送信する。なお、スロット４
０にインクカートリッジ１０が装着されていない場合は、当該スロット４０に対応するメ
モリ５６にインク残量が記録されていないため、メモリ５６にインク残量が記録されてい
ない場合は、当該スロットにインクカートリッジ１０が装着されていないとの解析結果を
制御部３０に送信する。
【００４０】
　そして、制御部３０は、ロジック部５１から送信された解析結果に基づいて、各スロッ
ト４０に装着されているインクカートリッジ１０のインク残量が十分であるか否かを判断
し、この判断結果に基づいて適切な制御を行う。例えば、インク残量が少ないと判断する
と、ユーザに対してインクカートリッジ１０の交換を促すメッセージを表示したり、印刷
部２０に対する印刷制御を停止したりする。
【００４１】
　ここで、図４～図６を参照して、無線タグと一対一で近距離無線通信を行う比較例の無
線タグ通信装置と、本実施形態に係る無線タグ通信装置５０との通信時間について対比す
る。
【００４２】
　図４は、比較例の無線タグ通信装置を示すブロック図である。図５は、比較例の無線タ
グ通信装置の通信時間を説明するための図である。図６は、実施形態に係る無線タグ通信
装置の通信時間を説明するための図である。
【００４３】
　図４に示すように、比較例の無線タグ通信装置１００は、ロジック部５１、変調回路５
２及び受信回路５５が１つずつ設けられており、アンプ５３及びアンテナ５４が、スロッ
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ト４０毎に設けられている。そして、この無線タグ通信装置１００は、ロジック部５１に
より各アンプ５３（アンテナ５４）を選択的に切り替えることで、無線タグ通信装置１０
０と各無線タグ１１との送受信を一対一で行っている。
【００４４】
　図５に示すように、無線タグ通信装置１００は、各無線タグ１１との間で、無線タグ１
１に対する情報要求信号の送信、無線タグ１１からの応答待ち、無線タグ１１から送信さ
れたインク関連情報の受信、インク関連情報の解析、という一連の処理により、無線タグ
１１からインク関連情報を読み出す。そして、無線タグ通信装置１００は、選択的に各無
線タグ１１と一対一で通信を行うため、各無線タグ１１に対して上記の一連の処理を順次
行わなければならない。このため、無線タグ通信装置１００では、全ての無線タグ１１か
らインク関連情報を読み出す時間が、スロット４０及びスロット４０に装着されたインク
カートリッジ１０の数に比例して長くなる。
【００４５】
　これに対し、図６に示すように、本実施形態に係る無線タグ通信装置５０は、全ての無
線タグ１１に対して情報要求信号を一斉送信するとともに、全ての無線タグ１１から送信
されたインク関連情報を一斉受信することができる。すなわち、無線タグ１１に対する情
報要求信号の送信、無線タグ１１からの応答待ち、無線タグ１１から送信されたインク関
連情報の受信を、同時並列的に行うことができる。このため、無線タグ通信装置５０では
、比較例の無線タグ通信装置１００に対して極めて短時間で、全ての無線タグ１１からイ
ンク関連情報を読み出すことができる。
【００４６】
　一般的に、停電が発生すると、外部から電源供給を受けることができないが、内部に蓄
積されている電力により、僅かな時間だけ通信を行うことができる。この停電時に通信が
行える電力の持続時間は、インクジェットプリンタ１によって多少異なるが、概ね１０ｍ
ｓとなる。そこで、無線タグ１１に対する情報要求信号の送信、無線タグ１１からの応答
待ち、無線タグ１１から送信されたインク関連情報の受信に要する時間が１．５ｍｓ、メ
モリ５６からロジック部５１にインク関連情報を転送する時間が５０μｓであり、インク
ジェットプリンタ１に８個のスロット４０が設けられている場合における、比較例の無線
タグ通信装置１００と本実施形態に係る無線タグ通信装置５０との通信時間について考え
る。
【００４７】
　すると、比較例の無線タグ通信装置１００では、全ての無線タグ１１からインク関連情
報を読み出すのに、１．５ｍｓ×８個＝１２ｍｓという長い時間を要してしまう。このた
め、無線タグ通信装置１００では、停電時に維持できる電力によって、全ての無線タグ１
１からインク関連情報を読み出すことができない。
【００４８】
　これに対し、本実施形態に係る無線タグ通信装置５０では、１．５ｍｓ＋５０μｓ×８
個＝１．９ｍｓという極めて短時間で、全ての無線タグ１１からインク関連情報を読み出
すことができる。このため、無線タグ通信装置５０では、停電時に維持できる電力によっ
て、十分な余裕を持って全ての無線タグ１１からインク関連情報を読み出すことができる
。
【００４９】
　このように、本実施形態に係る無線タグ通信装置５０によれば、アンプ５３及びアンテ
ナ５４が各スロット４０に対応して設けられているため、これらのアンプ５３及びアンテ
ナを介して情報要求信号を一斉送信することができる。これにより、１回の送信処理で、
各スロット４０に挿入されている全てのインクカートリッジ１０の無線タグ１１に情報要
求信号を送信することができる。また、アンテナ５４、受信回路５５及びメモリ５６が各
スロット４０に対応して設けられているため、各無線タグ１１から送信されるインク関連
情報を略同時に受信することができる。しかも、この受信したインク関連情報をメモリ５
６に記憶させておくことで、ロジック部５１は、インク関連情報を各メモリ５６から順次
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読み出して解析することができる。このため、インクジェットプリンタ１に複数のインク
カートリッジ１０が装着される場合に、インク関連情報を適切に読み出して、インクカー
トリッジ１０に設けられた無線タグ１１との通信時間を短縮することができる。これによ
り、例えば、停電時などでも、無線タグ１１からインク関連情報を適切に読み出すことが
できるため、実際の状態と制御部３０が把握している状態との食い違いに起因する印刷ミ
スを防止することができる。
【００５０】
　以上、本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は上記実施形態に限定され
るものではない。例えば、上記実施形態において、インクジェットプリンタ１には、スロ
ット４０が４個設けられており、無線タグ通信装置５０には、このスロット４０に対応し
て、アンプ５３、アンテナ５４、受信回路５５及びメモリ５６が４個ずつ設けられるもの
として説明したが、無線タグ通信装置５０のアンプ５３、アンテナ５４、受信回路５５及
びメモリ５６がスロット４０の数に対応していれば、如何なる個数であってもよい。
【００５１】
　また、上記実施形態において、スロット４０は、インクジェットヘッドに対応してイン
クジェットヘッドと同数だけ接続されるものとして説明したが、１つのインクジェットヘ
ッドに対して、複数のスロット４０が接続されるものとしてもよい。これにより、インク
ジェットヘッドには、何れか一つのスロット４０に挿入されたインクカートリッジ１０か
らインクを供給し、当該インクカートリッジ１０が空になると、インクを供給するスロッ
ト４０を切り替え、他のスロット４０に挿入されたインクカートリッジ１０からインクを
供給することができる。この場合、無線タグ通信装置５０は、全てのスロット４０に対し
て情報要求信号を送信して、スロット４０に挿入されている全てのインクカートリッジ１
０からインク関連情報を取得してもよいが、インクジェットヘッドにインクを供給するス
ロット４０に対してのみ情報要求信号を送信して、当該スロット４０に挿入されているイ
ンクカートリッジ１０のみからインク関連情報を取得してもよい。
【００５２】
　具体的に説明すると、通常時は、インクの供給を受けているスロット４０に対してのみ
情報要求信号を送信することで、インクを供給しているインクカートリッジ１０のインク
残量を監視する。監視の結果、インクを供給しているインクカートリッジ１０のインク残
量が所定値以下になると、同一のインクジェットヘッドに対応付けられている他のスロッ
ト４０に対しても情報要求信号を送信し、インクが十分に充填されているインクカートリ
ッジ１０が挿入されているスロット４０を検出する。そして、インクが十分に充填されて
いるインクカートリッジ１０が挿入されているスロット４０に、インクを供給するスロッ
ト４０を切り替え、その後、切り替えられたスロット４０に対してのみ情報要求信号を送
信することで、再度、インクを供給しているインクカートリッジ１０のインク残量を監視
する。このようにすることで、通信の効率化を図りつつ、インクの供給を受けるスロット
を適切に切り替えることができる。
【００５３】
　また、上記実施形態において、無線タグ通信装置５０は、インクジェットプリンタ１に
設けられる装置であるものとして説明したが、インクジェットプリンタ１から分離可能な
装置であってもよい。
【００５４】
　また、上記実施形態において、無線タグ１１に記録されているインク関連情報として、
識別番号、インク色、インク残量を例示的に示したが、これらに限定されることなく、例
えば、使用条件、使用有効期限、使用温度、インクの組成情報、インクカートリッジ１０
の使用時間などの情報が含まれていてもよい。そして、上記実施形態において、情報要求
信号は、インク残量のみを読み出すもとして説明したが、これに限定されることなく、イ
ンク関連情報の一部または全部を読み出すものであってもよい。
【００５５】
　また、上記実施形態において、ロジック部５１は、各メモリ５６からインク関連情報を



(9) JP 5350945 B2 2013.11.27

10

読み出す順序については特に指定しなかったが、例えば、予め決められた順序で、各メモ
リから５６からインク関連情報を読み出してもよく、インク関連情報が記憶された順序で
、各メモリから５６からインク関連情報を読み出してもよい。前者の場合、インク関連情
報の読み出し制御を簡略化することができ、後者の場合、インク関連情報の読み出し時間
及びその解析時間を短縮することができる。
【符号の説明】
【００５６】
　１…インクジェットプリンタ、１０…インクカートリッジ、１１…無線タグ、２０…印
刷部、３０…制御部、４０…スロット、５０…無線タグ通信装置、５１…ロジック部、５
２…変調回路、５３…アンプ、５４…アンテナ、５５…受信回路、５６…メモリ、１００
…無線タグ通信装置。
 
 

【図１】 【図２】
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